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	スライド 1: 日本腎臓学会の調査によると、成人の5人に1人はCKDと言われています。 初期は自覚症状が乏しく、症状を自覚した時には すでに病状が進行しているというケースも少なくありません。 腎臓からのSOSに気付けるよう、一緒に理解を深めていきましょう！
	スライド 2: 肥満、運動不足、飲酒、喫煙、ストレスなどの生活習慣は、 CKDの発症に大きく関与しているといわれています。

